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旅立ちの日に（伊自良中学校卒業式　3月11日）
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4月

11日（月）受付13:00～14:30
市役所
（3階304会議室）

※多重債務関係の相談は弁護士相談で受け付けます

弁護士相談

毎週
木曜日

9:00～
12:00 美山支所

ハッピーライフ（結婚）相談

12日（火）10:00～15:00 （美）中央公民館

26日（火）10:00～15:00 山県市商工会館

社会保険相談

21日（木） 13:00～15:00
ふれあい

センター

人権擁護相談

15日（金） 13:00～15:00
（伊）老人福祉

センター

行政相談

23日（日）

10日（日）

17日（日）

24日（日）

29日（金）

臼井内科医院
山県市富永

早川胃腸科外科クリニック
山県市岩佐

あらいクリニック
山県市高富

宇野クリニック
山県市伊佐美

遠渡内科
山県市東深瀬

52―2030

52―1212

23―1188

27―2100

27―2888

休日診療（診療時間 9：00～15：00、16：00～19：00）

27日（水）受付13:00～13:15
ふれあい

センター

20日（水）受付13:00～14:00
ふれあい

センター

13日（水）受付13:00～14:00
ふれあい

センター

06日（水）受付13:00～14:00
ふれあい

センター

乳幼児健診

3・4か月児健診

10・11か月児健診

1歳6か月児健診

3歳児健診

「ふれあいセンター」は保健福祉ふれあいセンター

「（伊）老人福祉センター」は伊自良老人福祉センター

「構造改善センター」は美山構造改善センター

「（美）中央公民館」は美山中央公民館

07日（木）受付13:15～14:00
（伊）老人福祉

センター

21日（木）受付13:15～14:00
構造改善

センター

22日（金）受付13:15～14:00
ふれあい

センター

12日（火）受付13:15～14:00
ふれあい

センター

28日（木）受付13:15～14:00
ふれあい

センター

予防接種

ポリオ

BCG

05日（火）受付13:00～14:00
ふれあい

センター

14日（木）受付13:00～14:00
（伊）老人福祉

センター

はみがきけんしん（フッ素塗布）

11日（月）受付10:00～11:00
構造改善

センター

19日（火）受付10:00～11:00
（伊）老人福祉

センター

乳幼児相談

22日（金）10:00～13:30
ふれあい

センター

マタニティクラス

28日（木）受付13:30～15:00
ふれあい

センター

心の相談
（予約必要：社会福祉課　　22―6837）

24日（日）

受付9:30
～12:00 美山中学校

（山県市ふるさ
とまつり）

献　血

受付13:00
～16:00

5月5日までの予定

休日診療：5月1日（日）ひらまつ耳鼻咽喉科（山県市
高富　　22―0288）・5月3日（火）もりこどもクリニ
ック（山県市東深瀬　　23―0321）・5月4日（水）森
医院（山県市高富　　22―1024）・5月5日（木）岡本
医院（山県市佐賀　　22―3687）
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議会費［市議会の運営費等］�
5,903円（△0.3％）�

総務費［庁舎管理、広報、�
　　　　  戸籍等］�
62,532円（△51.9％）�
※主な減少理由は、地域情�
　報化事業を特別会計での�
　　計上としたため�

民生費［障害者・高齢者・�
児童福祉等］�
92,617円（2.4％）�

衛生費［健康維持、環境、ごみ処理等］�
29,462円（△1.5％）�

農林水産業費・商工費［農業・林業・商工業の振興等］�
34,836円（△12.0％）�

土木費［道路・橋梁河川・公園等］�
36,386円（△31.0％）�
※主な減少理由は「南～八京線道路整備」事業の�
　完了など�

消防費［消防・防災等］�
33,192円（△22.4％）�
※主な減少理由は「防災行政�
　無線整備」事業費の減など�

教育費［小中学校、�
社会教育、社会体育等］ �
87,252円（△7.7％）�

公債費［市債の償還金等］�
58,745円（△20.6％）�

その他［予備費等］�
864円（△12.9％）�

14.2％�

21.0％�

6.7％�
7.9％�8.2％�

7.5％�

19.7％�

13.3％�

0.2％� 1.3％�

※主な減少理由は、�
  「借換債」の減�

市民1人当たり�
441,791円�

※人口は、平成17年3月1日
現在の住民基本台帳人口�

31,327人�

※（ ）内の数値は、前年度予算額に対する増減率
端数整理のため、合計が一致しない場合があります。

平成17年度当初予算�平成17年度当初予算�

一般会計

138億4,000万円（△21.2％）
地域情報化事業を勘案した場合→（△7.7％）

特別会計

115億8,601万円（25.0％）

企業会計（予算規模）

7億6,722万円（15.9％）

予算総額（予算規模）

261億9,323万円（△4.8％）

※万円未満は4捨5入で、（ ）内の数値は前年
度当初予算に対する増減率。

★増減率の詳細は5ページを
ご覧ください。
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（
は
じ
め
に
）

山
県
市
が
誕
生
し
て
二
年
の
歳
月
が
経

ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
計
画
し
た
諸
事
業

の
推
進
を
順
調
に
進
め
て
こ
れ
ま
し
た
こ

と
は
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
大
勢
の
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
た
ま

も
の
と
心
か
ら
感
謝
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
。昨

年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ア
テ
ネ
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
日
本
人
選
手
の

活
躍
な
ど
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た

一
方
、
少
年
犯
罪
な
ど
の
犯
罪
が
多
発
す

る
な
ど
、
将
来
に
不
安
を
感
じ
さ
せ
る
よ

う
な
事
件
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

「
新
潟
県
中
越
地
震
」「
ス
マ
ト
ラ
沖
地

震
」
等
の
発
生
、
多
く
の
台
風
の
上
陸
、

異
常
気
象
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
自
然
災

害
の
多
い
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

他
方
、
地
方
行
財
政
に
お
い
て
は
、

「
三
位
一
体
改
革
」
を
核
と
す
る
、
い
わ

ば
「
国
と
地
方
と
の
戦
い
」
で
も
あ
り
ま

し
た
。
昨
年
六
月
九
日
、
内
閣
府
か
ら
地

方
に
対
し
て
、
三
位
一
体
改
革
の
具
体
案

を
提
出
す
る
よ
う
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

地
方
六
団
体
と
し
て
は
、
国
か
ら
投
げ
ら

れ
た
サ
イ
に
対
し
て
大
同
団
結
し
た
結
果
、

昨
年
は
「
権
限
委
譲
」
と
「
税
源
移
譲
」

と
い
う
分
厚
い
壁
に
風
穴
を
開
け
る
こ
と

が
で
き
、「
歴
史
的
に
大
き
な
転
換
」
の

年
と
も
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
大
き
な
時
代
の
う
ね
り
の

中
に
あ
っ
て
、
行
政
と
し
て
、
事
を
成
す

タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

個
々
の
事
業
を
精
査
し
た
上
で
、
平
成
十

七
年
度
の
各
種
施
策
を
ご
提
案
申
し
上
げ

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「

啄
そ
つ
た
く

」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

と
き
正
に
酉と

り

年
で
あ
り
、
議
会
と
行
政
、

職
員
が
相
互
に
協
調
し
合
っ
て
、
こ
れ
ら

の
施
策
の
効
果
が
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生

活
に
最
大
限
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
、
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
地
方
財
政
状
況
）

内
閣
が
決
定
し
た
平
成
十
六
年
度
の
地

方
財
政
計
画
に
お
い
て
は
、
地
方
交
付
税

を
は
じ
め
と
す
る
一
般
財
源
の
大
幅
削
減

が
行
わ
れ
、
地
方
に
と
っ
て
大
変
厳
し
い

試
練
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
平

成
十
七
年
度
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
厳

し
い
削
減
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

地
方
六
団
体
が
大
同
団
結
し
た
結
果
、
平

成
十
六
年
度
ベ
ー
ス
で
の
一
般
財
源
が
何

と
か
確
保
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
十
六
年
度
に
お
け
る
大

幅
な
削
減
分
が
復
元
し
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
平
成
十
六
年
度
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
団
体
が
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
に

よ
り
何
と
か
凌し

の

ぐ
形
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
状
態
が
引
き
続
く
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
平
成
十
七
年
度
以
降
は

平
成
十
六
年
度
以
上
に
厳
し
い
状
況
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
、

市
民
の
皆
さ
ま
方
に
、
ま
ず
ご
認
識
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
市
総
合
計
画
）

第
一
次
山
県
市
総
合
計
画
を
策
定
す
る

に
当
た
り
、
昨
年
五
月
に
「
市
民
ま
ち
づ

く
り
意
向
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
千

三
百
人
を
超
す
市
民
の
方
か
ら
ご
回
答
を

い
た
だ
き
、「
本
市
の
住
み
よ
さ
」「
本
市

へ
の
愛
着
心
」、
と
も
に
約
七
割
の
方
か

ら
肯
定
的
な
ご
回
答
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
結
果
を
受
け
、
大

変
う
れ
し
く
感
じ
る
と
同
時
に
、
そ
の
責

任
の
重
さ
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
さ
ら
な
る
「
す
て
っ
ぷ
・
あ
っ
ぷ
」

を
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
し
た

次
第
で
あ
り
ま
す
。

本
市
を
、
さ
ら
に
「
住
み
よ
い
ま
ち
」

と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
方
と
共
感
で
き

る
よ
う
に
し
て
行
く
た
め
、「
さ
わ
や
か

さ
」「
あ
っ
た
か
さ
」「
に
ぎ
や
か
さ
」「
ゆ

た
か
さ
」
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
に
施
策
を
展
開

し
て
い
く
に
当
た
っ
て
は
、
6
つ
の
柱
を

立
て
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
す
な
わ

ち
、「

健
や
か
で
安
ら
か
な
ま
ち
づ
く
り
」

「
便
利
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
」

「
豊
か
で
美
し
い
自
然
を
守
る
ま
ち
づ

く
り
」

「
活
力
あ
ふ
れ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」

「
豊
か
な
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」

「
新
し
い
未
来
を
創
る
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
6
つ
の
柱
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
財
政
的
に
は
極
め
て
厳

し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

今
後
は
ソ
フ
ト
事
業
を
中
心
と
し
て
、
市

民
の
立
場
に
立
っ
た
肌
理

き

め

の
細
か
い
施
策

を
展
開
し
、
ハ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
は

「
思
い
切
っ
た
重
点
化
」
を
図
っ
て
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
国
や
県
か
ら
の
合
併
に
伴
う
財
政
支

援
を
有
効
に
活
用
し
、「
合
併
し
て
よ
か

っ
た
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
行

財
政
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
十
七
年
第
一
回
定
例
会
よ
り
要
約
抜
粋
�
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―
市
長
に
よ
る
予
算
提
案
説
明
よ
り
―

平
成
十
七
年
度
当
初
予
算
の
総
額

は
、
二
百
六
十
一
億
九
千
三
百
二
十

二
万
七
千
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算

額
に
対
し
て
約
四
・
八
％
の
減
少
で

ご
ざ
い
ま
す
。

一
般
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前

年
度
に
対
し
て
三
十
七
億
三
千
万
円

の
減
少
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
平
成
十
六
年
度
途
中
に
一
般
会

計
か
ら
分
離
し
て
「
地
域
情
報
化
事

業
特
別
会
計
」
を
設
け
た
こ
と
な
ど

を
勘
案
す
る
と
、
前
年
度
当
初
予
算

額
に
対
し
て
約
七
・
七
％
の
減
少
と

な
り
ま
し
て
、
平
成
十
六
年
度
に
比

べ
れ
ば
、
緊
縮
型
の
予
算
で
ご
ざ
い

ま
す
。

そ
の
他
、
予
算
に
関
し
て
具
体
的
な

詳
細
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
「
企

画
部
財
政
課
」
ま
で
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
な
お
、
予
算
の
概
要
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

予
算
書
の
閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

企
画
部
財
政
課
（
庁
舎
三
階
）
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

山
県
市
役
所
企
画
部
財
政
課
（
三
階
）

22
―
6
8
2
5

22
―
6
8
5
1

e-m
ai
zaisei@

city.yam
agata.gifu.jp

予
算
総
額
に
つ
い
て

特別会計とは……
市の行政運営に係る基本的な経費は「一般会計」において網羅していますが、特定の事業を特定
の収入（使用料等）で賄う場合に、その経理を一般会計から区別するために設けた会計です。

国 民 健 康 保 険 市が保険者となって運営する国民健康保険に関する事業を運営するための会計です。

老 人 保 健 一定年齢以上等の市民を対象とする老人保健医療に関する事業を運営するための会計です。

介 護 保 険 市が保険者となって運営する介護保険に関する事業を運営するための会計です。

簡 易 水 道 事 業 伊自良地域の簡易水道、美山地域の簡易水道（上水道化までの間）を運営するための会計です。

農業集落排水事業 市内の農業集落地域において下水道事業を運営するための会計です。

公共下水道事業 公共下水道事業を運営・整備（高富・富岡地区にて建設中）するための会計です。

高 富 財 産 区 高富財産区を管理運営するための会計です。

地域情報化事業 有線テレビ事業の整備、運営（インターネット事業含む。）するための会計です。

企業会計とは……
特別会計の中でも、独立採算制を原則とする企業的色彩の強い事業（山県市は現在「水道事業」
のみ）を行う場合に、地方公営企業法の適用を受けて複式簿記により行う会計です。

会 計 別 予 算 額 内 訳 表

150億�2,203万円� 11億�6,203万円� 07.7％�
138億�4,000万円�

175億�7,000万円� 37億�3,000万円�

17億�7,656万円�

21.2％�

29億�1,268万円� 28億�4,735万円� 1億�3,533

1億�4,468

万円�

3億�4,562万円�

3.8％�

17億�1,517万円� 15億�7,049万円� 万円�

1億�538万円�

2億�3,397万円�

9.2％�

3億�8,818万円� 6億�2,215万円� 37.6％�

4億�3,528万円� 3億�9,667万円� 3,861万円�

△�

△�
△�

△�
△�

△�

9.7％�

230万円� 246万円� △�16万円� △�

△�

6.4％�

7億�6,722万円� 6億�6,184万円� 15.9％�

261億�0,09,323万円� 275�億�096�万円� 13�億�6,773�万円� 4.8�％�

企業会計�（�水道）�

計�

30億�5,487万円� 26億�5,925万円� 13.0％�国 民 健 康 保 �険�

老 人 保 �健�

介　護　保　�険�

簡 易 水 道 事 �業�

農業集落排水事業�

13億�5,098万円�

17億�7,656万円�

12億�1,075万円� 1億�4,023万円� 11.6％�公共下水道事�業�

高 富 財 産 �区�

皆増�地域情報化事業�

一 般 会 計 �

会 計 名 � 平成�17年度� 平成�16年度� 比　　　較� 増　減　率�

　�

　�

　�

特�

別�

会�

計�

※一般会計の上段斜体数値は、平成16年 7月26日に「地域情報化事業特別会計」を設けた際の同特別会計の予算額を控除した場合の数値です。�

FAX
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市税�
27億4,125万円�
（19.8％）�

自主財源�

繰入金�
16億3,028万円�
（11.8％）�

◎地方交付税�
　40億円�
　（28.9％）�

国・県支出金�
13億7,812万円�
（10.0％）�

予算総額�
138億4,000万円�

市債�
26億9,740万円�
（19.5％）�

◎地方譲与税、�
　各種交付金�
　8億5,625万円�
　（6.2％）�

★その他�
5億3,670万円�
（3.9％）�

49億�
823万円�
（35.5％）�

依存�
　財源�

89億3,177万円�
（64.5％）�

市民個人税�
32.6％�

市民法人税�
4.5％�

土地�
15.9％�

建物�
26.4％�

償却資産�
12.6％�

交付金、�
滞納繰越�
1.0％�

市民税�
37.6％�固定�

資産税�
　55.9％�

たばこ税、�
軽自動車税他�
　　　7.0％�

―
市
長
に
よ
る予

算
提
案
説
明
よ
り
―

市
税
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
と
ほ
ぼ

同
額
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

歳
入
の
約
三
割
を
占
め
る
地
方
交
付

税
に
つ
い
て
は
、
対
前
年
度
約
二
・

四
％
減
の
四
十
億
円
を
予
算
化
し
て
い

ま
す
。
県
か
ら
の
合
併
支
援
交
付
金
に

つ
い
て
は
、
特
別
会
計
分
を
合
わ
せ
て

二
億
八
千
六
百
三
十
万
円
、
合
併
特
例

債
に
つ
い
て
は
、
特
別
会
計
分
を
合
わ

せ
て
二
十
七
億
七
千
二
百
六
十
万
円
予

算
化
し
て
い
ま
す
。

地
域
再
生
事
業
債
は
、
前
年
度
と
同

額
の
二
億
円
を
予
算
化
し
、
臨
時
財
政

対
策
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
よ
り
一

億
七
千
万
円
少
な
い
五
億
三
千
万
円
を

予
算
化
し
て
い
ま
す
。

減
債
基
金
は
前
年
度
と
同
額
の
四
億

円
、
財
政
調
整
基
金
は
前
年
度
よ
り
約

四
千
五
百
三
十
六
万
円
少
な
い
約
八
億

二
千
九
百
六
十
三
万
円
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
基
金
に
つ
い
て
は
前
年
度
よ

り
二
億
三
千
五
百
万
円
多
い
四
億
円
を

取
り
崩
す
よ
う
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

歳
入
予
算
に
つ
い
て

★その他「5億3,670万円」の内訳
諸収入 1億7,420万円
使用料及び手数料 1億5,732万円
繰越金 1億円
分担金及び負担金 9,904万円
財産収入 614万円
寄附金 0万円

◎地方交付税
所得税、法人税など、国が徴収

した税金の中から、市町村の財政
状況に応じて一定のルールに基づ
いて交付されるものです。

◎地方譲与税
元来、地方税を課すべき税源

に、いったん国税として課税し、
国が市町村等へ譲与するもの。税
源移譲となっている「所得譲与
税」もここに含まれます。

一般会計歳入予算の内訳
※（ ）内の数値は構成比
端数整理のため、合計が一致しない場合があります。

市税の内訳
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人件費�
31億2,189万円�
（22.6％）�

義務的経費�
59億1,924万円�
　　  （42.8％）�

     投資的経費�
26億4,624万円�
（19.1％）�

その他経費�
　　52億7,452万円�
　　　　　（38.1％）�

◎扶助費�
9億5,704万円�
（6.9％）�

公債費�
18億4,031万円�
（13.3％）�

物件費�
23億775万円（16.7％）�

◎補助費等�
9億6,236万円�
（6.9％）�

繰出金�
16億882万円�
（11.6％）�

普通建設事業費�
26億4,624万円�
（19.1％）�

★その他�
　3億9,559万円�
（2.9％）�

※道路、学校、庁舎�
　など公用又は公共�
　用施設の整備費�

※市の他会計へ�
　支出する会計�
　間の経費�

※市の事務処理・施設維持などの経費�

※市債償還金等�

民生費�
29億142万円�
（21.0％）�

衛生費�
9億2,296万円�
（6.7％）�

農林水産業費、商工費�
10億9,132万円（7.9％）�

土木費�
11億3,988万円�
（8.2％）�

消防費�
10億3,982万円�
（7.5％）�

教育費�
27億�
3,335万円�
（19.7％）�

公債費�
18億�
4,031万円�
（13.3％）�

予備費、労働費�
2,706万円（0.2％）�

議会費�
1億8,493万円（1.3％）�

総務費�
19億5,895万円�
（14.2％）�

予算総額�
138億4,000万円�

予算総額�
138億�
4,000万円�

◎扶助費
障害者・高齢者・児童福祉、生
活保護などの保障として、法令等
に基づいて支出する経費

◎補助費等
各種団体等への補助金や負担金
など、行政目的達成のために他へ
支出する経費

★その他「3億9,559万円」の内訳

積立金 1億7,837万円
※将来に備えて基金積立をする経費

維持補修費 1億0,813万円
貸付金（小口融資等関連） 6,012万円
投資及び出資金 2,495万円
予備費 2,402万円

一般会計歳出予算の内訳（目的別）

※（ ）内の数値は構成比

前
年
度
当
初
予
算
に
対
す
る
変
動
は
、
下
の
グ
ラ
フ

か
ら
だ
け
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、「
総
務
費
」「
普
通

建
設
事
業
費
」
が
と
も
に
半
減
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

「
地
域
情
報
化
事
業
特
別
会
計
」
を
前
年
度
途
中
か
ら

分
離
し
た
こ
と
が
大
き
く
要
因
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
総
じ
て
整
備
工
事
費
等
は
減
少
し
て
い
る

一
方
、
小
修
繕
工
事
等
の
緊
急
対
応
が
必
要
な
維
持
補

修
費
は
増
額
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経
常
経
費
で
あ
る

「
人
件
費
」「
物
件
費
」
等
が
減
少
し
て
い
る
一
方
、
市

民
生
活
に
直
結
す
る
福
祉
分
野
等
の
い
わ
ゆ
る
「
ソ
フ

ト
事
業
費
」
は
増
額
し
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
施
策
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
以

降
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て

三位一体改革
①税源移譲（所得譲与税）
②国庫補助負担金の廃止・縮減
③地方交付税の見直し

2カ年を勘案し、平成17年度は前年度の
倍額を見込んでいます。

「地域情報化事

業」の特別会

計化について

有線テレビ事業の整備・運営について、これ
に係る収入と支出の状況を明確にするため、
一般会計から分離して新たに設けた会計です。
なお、これにより整備期間中は工事業者へ支
払った消費税の還付が受けられる見込みです。

①所得譲与税

平成17年度の本市における影響額は、養
護老人ホーム等の国庫負担分が最大とな
っています。

②国庫補助負担
金の廃止縮減

国全体では前年度とほぼ同額となってい
ますが、本市においては約△2.4％を見
込んでいます。

※三位一体改革等については、平成16年4月号「広報やまが
た」もご覧ください。

③地方交付税の
見直し

山県市予算の一口用語解説

一般会計歳出予算の内訳（性質別）
※（ ）内の数値は構成比
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地区公民館管理事業 4,820万円　00億4,892万円
（主事機能強化）

市子ども文化クラブ補助 180万円　00億0,323万円
（市子どもセンターと統合）

文化ゾーン整備事業 2,819万円　00億1,600万円
（連絡橋［H18完成］）

花咲ホール特別テーマ事業 1,000万円
（テーマ「笑いと健康」）

高富中学校整備事業 9億1,436万円 13億5,181万円
（校舎［H17完成］、プール［H18完成］）

美山中学校整備事業 615万円　000,億385万円
（基本設計）

男女共同参画計画策定事業 36万円

国際交流事業（外国人受入等） 365万円　 160万円

特定交通安全施設等整備事業 900万円　00億1,500万円
（高富地区安心歩行エリア）

鳥羽川サイクリングロード整備事業
6,000万円　00億6,713万円

道路改良工事等 5億9,776万円　04億5,936万円
（用地買収・補償、委託料、小修繕含む。）

統合簡易水道事業 8億7,356万円　06億6,127万円
（伊自良地域、美山地域）

高富水源地整備事業 522万円　01億3,135万円

伊自良図書館情報web公開事業 640万円
（インターネット検索・予約対応）

行政情報デジタル化事業 9,119万円　00億8,355万円
（統合型GIS基本計画策定、道路台帳デジタル化　他）

地域情報化整備事業 25億5,460万円 16億1,937万円
（光ファイバーケーブル敷設等）
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健康づくり推進事業 21万円　0億0,123万円
（健康づくりに関するイベント開催）

健康日本21地方計画策定事業 140万円　0億0,289万円
（「仮称」健康山県21）

高齢者元気生活支援事業 1,306万円　0億1,316万円
（［通称］いこいの広場）

いきいき高齢者推進助成事業 1,522万円　0億1,358万円
（配布券の対象者・金額は前年度と同じ）

児童みちくさクラブ事業 1,421万円　0億1,087万円
（会場・対象者・方法等は前年度と同じ）

防災行政無線整備事業 6億3,470万円　 4億0,426万円
（H17秋頃完成）

小学校校舎耐震補強計画策定事業 3,086万円

橋梁耐震補強設計策定事業（2橋分） 400万円

消防本部耐震補強計画策定・設計事業 502万円

農産物直売所建設事業（土地造成等のみ） 513万円

畜産公害改善対策事業（ヒアリング実施→構想策定） 250万円

商工会地域振興活性化事業（美山谷合地区） 100万円

県単独農道整備・かんがい排水整備事業
3,229万円　 3,614万円

林道開設事業 1億円　 8,914万円
（新＝日永線、継続＝高田～斧田線）

地域振興イベント負担金 2,800万円　 2,860万円

森林体験学習実施事業（親子で実地体験） 40万円

公共下水道整備事業
11億5,800万円　 13億2,086万円

環境基本計画策定事業 180万円
（市環境基本条例に基づき策定）

地球温暖化対策実行計画実施事業（CO2算出等） 29万円

廃棄物循環型社会基盤施設整備事業計画策定事業 140万円
（焼却施設基本設計）
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［県合併支援交付金］
市町村建設計画（本市の場合の「新市まち
づくり計画」）に基づいて行う自主・自立の
新しいまちづくりに対して支援されます。
広域的・効率的行政サービスを行うための
事業、行政格差是正のための事業などに必要
な経費の全額が交付されるもので、本市の場
合は6年間のうちに最高6億円までの交付を
受けることができます。

合併市町村補助金（1億2,430万円）

防犯灯台帳整備事業 540万円

各種公共施設耐震調査事業 3,050万円

統合型GIS計画策定・
セキュリティポリシー策定事業 980万円

美山総合グラウンド屋外便所改修工事 430万円

道路台帳デジタル化事業 4,530万円

地理情報デジタル化事業 1,680万円

都市計画マスタープラン策定事業 520万円

消防団員新基準服・防寒服購入事業 700万円

合併特例債（20億5,420万円）

合併振興基金積立事業 1億6,760万円

防災行政無線施設整備事業 5億1,370万円

消防施設整備事業 310万円

香り会館温室設置事業 1,330万円

高富中学校建築事業 6億6,800万円

文化ゾーン連絡歩道橋整備事業 2,120万円

基盤整備促進事業 200万円

県単土地改良事業 1,680万円

鳥羽川サイクリングロード整備事業 3,960万円

ケーブルテレビ整備事業 6億3,890万円

児童環境格差是正事業

小中学校安全管理対策事業（フェンス設置）

高富中学校改築事業

地域情報化事業

CATV 整備事業

地域防災対策事業

防災行政無線整備事業

職員用防災服購入事業

夜間照明点検整備事業（小中学校グラウンド）

高富地区公安施設整備事業

あんしん歩行エリア整備計画策定事業

一般廃棄物処理施設整備計画策定事業

一般廃棄物処理施設整備計画策定事業

県からの支援 国からの支援

［合併市町村補助金］
合併により付加的に必要となる事業に対し

て10/10にて補助されるもので、本市の場合
は3年間のうちに最高3億円までの交付を受
けることができます。

［合併特例債］
市町村建設計画（本市の場合の「新市まち

づくり計画」）に基づく、特に必要な事業・
基金造成などに対して発行することができる
地方債です。
事業費の概ね95％分を起債でき、将来の

償還金に対して、当該償還金の70％が地方
交付税へ算入される大変有利な地方債です
なお、本市の場合は最高約136.5億円まで

発行することができます。

合計　1億5,800万円

平成16年度県合併支援交付金
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
平
成
十
六
年
度
に
お
い
て
、
国
お
よ
び
県
か
ら
支
援
を
受
け
ら
れ
る
事
業
を
一
覧
表
に
し
て
紹
介
し
ま
す
。

※上記起債償還金の70％分が、当該年度の地方交
付税に算入されます。

※各種支援額は、平成17年3月1日現在の見込です。
決算時には増減する場合があります。
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【
前
文
趣
旨
】

歴
史
的
風
土
を
持
つ
山
県
市
。
わ
た
く
し
た
ち
は
、
先
人
達
が
育
ん
で
き
た

様
々
な
宝
（
自
然
や
文
化
な
ど
）
を
利
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
磨
き
、
そ

し
て
、
さ
ら
に
住
み
よ
い
ま
ち
と
し
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
の
意
志
や
目
標
を
共
有
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
民
憲
章
を
さ
だ
め
ま
す
。

【
本
文
趣
旨
】

豊
か
な
自
然
を
愛
し
、
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

み
ど
り
豊
か
な
森
林
や
美
し
い
清
流
な
ど
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
山
県
市
で

す
。
こ
の
貴
重
な
財
産
を
愛
し
く
思
い
、
守
り
、
環
境
保
全
に
も
努
め
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

健
や
か
な
心
と
体
を
育
て
、
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

健
康
な
心
身
は
、
全
て
の
活
動
の
根
本
で
す
。
山
県
市
の
発
展
は
健
康
な
市

民
の
心
や
身
体
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
ま
す
。
市
民
一
人
一
人
が
健
康
づ
く
り
に

努
め
る
と
と
も
に
、
前
向
き
に
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
か
っ
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

持
て
る
力
を
生
か
し
、
元
気
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

産
業
振
興
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
活
性
化
や
自
己
実
現
な
ど
は
、
市
民
一

人
一
人
が
持
っ
て
い
る
力
を
生
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
ま
す
。
市
民
一
人

一
人
が
持
て
る
力
を
生
か
し
て
、
元
気
な
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
温
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

ま
ち
を
つ
く
る
の
は
、
一
人
一
人
の
市
民
で
す
。
市
民
が
互
い
の
人
格
を
尊

重
し
、
支
え
合
う
風
土
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
当
に
住
み
よ
い
、
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

教
養
と
文
化
を
高
め
、
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

常
に
心
が
け
て
知
性
を
磨
き
、
品
性
を
高
め
、
情
操
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に

努
め
、
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
文
化
に
親
し
み
、
豊
か
な
心
の
持
ち
主
に
な
る
よ

う
努
め
、
よ
り
文
化
的
な
ま
ち
に
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

山県市では平成15年度から準備を
進め、市民の皆さんや市内小中学校の
児童生徒の皆さんからのご意見も参考
にして、このほど山県市民憲章を制定
しました。
市民憲章は、前文と本文で構成し、

まちづくりや生活の目標を表す、市民
の皆さんの規範となるものです。

山
県
市
民
憲
章

（
前
文
）わた

く
し
た
ち
の
ま
ち
は
山
県
市
。

そ
の
名
の
由
来
は
御
野
国

み
の
の
く
に

山
方
郡

や
ま
が
た
ぐ
ん

。

正
倉
院
に
現
存
す
る
最
古
の
戸
籍
に
記
さ
れ
て
い
た
地
名
で
す
。

は
る
か
な
と
き
の
流
れ
に
育
ま
れ
て
き
た
わ
た
く
し
た
ち
の
ま
ち
を
、

さ
ら
に
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
さ
だ
め
ま
す
。

（
本
文
）

一
　
豊
か
な
自
然
を
愛
し
、
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
健
や
か
な
心
と
体
を
育
て
、
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
持
て
る
力
を
生
か
し
、
元
気
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
温
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
教
養
と
文
化
を
高
め
、
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。
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【
前
文
趣
旨
】

歴
史
的
風
土
を
持
つ
山
県
市
。
わ
た
く
し
た
ち
は
、
先
人
達
が
育
ん
で
き
た

様
々
な
宝
（
自
然
や
文
化
な
ど
）
を
利
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
磨
き
、
そ

し
て
、
さ
ら
に
住
み
よ
い
ま
ち
と
し
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
の
意
志
や
目
標
を
共
有
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
民
憲
章
を
さ
だ
め
ま
す
。

【
本
文
趣
旨
】

豊
か
な
自
然
を
愛
し
、
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

み
ど
り
豊
か
な
森
林
や
美
し
い
清
流
な
ど
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
山
県
市
で

す
。
こ
の
貴
重
な
財
産
を
愛
し
く
思
い
、
守
り
、
環
境
保
全
に
も
努
め
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

健
や
か
な
心
と
体
を
育
て
、
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

健
康
な
心
身
は
、
全
て
の
活
動
の
根
本
で
す
。
山
県
市
の
発
展
は
健
康
な
市

民
の
心
や
身
体
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
ま
す
。
市
民
一
人
一
人
が
健
康
づ
く
り
に

努
め
る
と
と
も
に
、
前
向
き
に
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
か
っ
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

持
て
る
力
を
生
か
し
、
元
気
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

産
業
振
興
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
活
性
化
や
自
己
実
現
な
ど
は
、
市
民
一

人
一
人
が
持
っ
て
い
る
力
を
生
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
ま
す
。
市
民
一
人

一
人
が
持
て
る
力
を
生
か
し
て
、
元
気
な
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
温
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

ま
ち
を
つ
く
る
の
は
、
一
人
一
人
の
市
民
で
す
。
市
民
が
互
い
の
人
格
を
尊

重
し
、
支
え
合
う
風
土
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
当
に
住
み
よ
い
、
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

教
養
と
文
化
を
高
め
、
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

常
に
心
が
け
て
知
性
を
磨
き
、
品
性
を
高
め
、
情
操
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に

努
め
、
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
文
化
に
親
し
み
、
豊
か
な
心
の
持
ち
主
に
な
る
よ

う
努
め
、
よ
り
文
化
的
な
ま
ち
に
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

山県市では平成15年度から準備を
進め、市民の皆さんや市内小中学校の
児童生徒の皆さんからのご意見も参考
にして、このほど山県市民憲章を制定
しました。
市民憲章は、前文と本文で構成し、

まちづくりや生活の目標を表す、市民
の皆さんの規範となるものです。

山
県
市
民
憲
章

（
前
文
）わた

く
し
た
ち
の
ま
ち
は
山
県
市
。

そ
の
名
の
由
来
は
御
野
国

み
の
の
く
に

山
方
郡

や
ま
が
た
ぐ
ん

。

正
倉
院
に
現
存
す
る
最
古
の
戸
籍
に
記
さ
れ
て
い
た
地
名
で
す
。

は
る
か
な
と
き
の
流
れ
に
育
ま
れ
て
き
た
わ
た
く
し
た
ち
の
ま
ち
を
、

さ
ら
に
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
さ
だ
め
ま
す
。

（
本
文
）

一
　
豊
か
な
自
然
を
愛
し
、
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
健
や
か
な
心
と
体
を
育
て
、
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
持
て
る
力
を
生
か
し
、
元
気
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
温
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
教
養
と
文
化
を
高
め
、
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。
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◆
地
方
分
権
、
少
子
・
高

齢
化
、
国
際
化
、
高
度

情
報
化
、
成
熟
化
の
進

展
な
ど
、
大
き
な
社
会

の
変
化
に
適
切
に
対
応

し
、
い
き
い
き
と
し
た

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
ま
す
。

◆
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、

生
涯
を
通
じ
て
安
ら
ぎ

を
感
じ
ら
れ
る
福
祉
社

会
の
実
現
、
並
び
に
快

適
で
便
利
な
生
活
を
送

る
こ
と
の
で
き
る
ま
ち

の
実
現
を
め
ざ
し
ま

す
。

◆
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
や

都
市
近
郊
の
優
位
な
立

地
環
境
な
ど
、
様
々
な

可
能
性
を
有
し
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
地
域
の
特

長
を
最
大
限
活
か
し
、

調
和
の
と
れ
た
総
合
的

な
発
展
を
め
ざ
し
ま
す
。

「
市
民
と
行
政
が
共
通
の
目

標
に
向
か
っ
て
、
互
い
の
知

恵
と
力
を
出
し
合
い
、
住
み

よ
さ
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
」

と
い
う
基
本
姿
勢
を
表
現

し
、
計
画
の
愛
称
と
し
ま

す
。

【
基
本
理
念
】

豊
か
な
自
然
と
活
力
あ
る
都
市
が
調
和
し
た

『
安
ら
か
で
快
適
な
21
世
紀
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
』

【
計
画
の
愛
称
】

『
住
み
よ
さ
共
感
！
　
山
県
す
て
っ
ぷ
あ
っ
ぷ
・
ぷ
ら
ん
』

◆
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ

●
『
さ
わ
や
か
さ
』
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

●
『
あ
っ
た
か
さ
』
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

●
『
に
ぎ
や
か
さ
』
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

●
『
ゆ
た
か
さ
』
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

◆
子
育
て
や
長
寿
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
安
心
・
安
全
な
環
境
づ
く
り

◆
快
適
で
機
能
的
な
定
住
環
境
の
整
備

◆
豊
か
な
自
然
と
共
生
す
る
循
環
型
社
会
の
形
成

◆
可
能
性
や
潜
在
力
を
活
か
し
た
産
業
・
雇
用
の
拡
充

◆
自
己
実
現
を
支
え
る
ゆ
と
り
社
会
の
構
築

◆
3
つ
（
高
富
・
伊
自
良
・
美
山
の
3
地
域
）
の
力
が
融
合
し
た
共
感
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

第1次山県市総合計画�
　　　基本構想がまとまりました�
第1次山県市総合計画�
　　　基本構想がまとまりました�
第1次山県市総合計画�
　　　基本構想がまとまりました�
平成15年4月に山県市が誕生し、これまで合併時に策定されました「新市まちづくり計画」

に基づき、まちづくりを進めてきました。
このほど、市民まちづくり意向調査などを経まして、本市のまちづくりの基本的な方向を定

める「第1次山県市総合計画基本構想」がまとまりましたので、市民の皆さんに報告させてい
ただきます。

平成26年度の目標人口

30、200人
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1．

健
や
か
で
安
ら
か
な
ま
ち

づ
く
り

◆
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
な
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
保
健
・
医
療
体
制
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

◆
少
子
・
高
齢
社
会
に
対
応
で

き
る
地
域
社
会
の
形
成
に
向

け
て
、
総
合
的
な
福
祉
施
策

の
展
開
に
努
め
ま
す
。

◆
地
域
に
根
ざ
し
た

温
か
な
福
祉
風
土
の

醸
成
を
め
ざ
し
、
ノ

ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
理
念
の
普
及
や
市

民
に
よ
る
支
え
あ
い

を
推
進
し
ま
す
。

◆
市
民
の
安
全
を
確

保
す
る
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
災
害
や

犯
罪
な
ど
生
活
の
安

全
を
脅
か
す
様
々
な

脅
威
へ
の
備
え
を
強
化
し
ま

す
。

2．

便
利
で
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
◆
市
内
の
交
通
循
環
や
広
域
交

通
の
利
便
性
を
高
め
る
た

め
、
幹
線
道
路
網
の
整
備
・

改
良
や
バ
ス
の
運
行
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

東
海
環
状
自
動
車
道
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
の
早
期
開
設
を

め
ざ
し
、
関
係
団
体
と
の
連

携
に
よ
り
東
海
環
状
自
動
車

道
の
整
備
促
進
を
働
き
か
け

ま
す
。

◆
居
住
環
境
の
快
適
性
の
向
上

を
め
ざ
し
、
秩
序
あ
る
土
地

利
用
や
住
宅
・
住
環
境
の
整

備
、
憩
い
空
間
の
創
出
に
努

め
ま
す
。

◆
こ
れ
か
ら
の
市
民
生
活
や
産

業
基
盤
を
支
え
る
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
を
め
ざ
し
、

地
域
情
報
化
基
本
計
画
の
着

実
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

3．

豊
か
で
美
し
い
自
然
を
守

る
ま
ち
づ
く
り

◆
本
市
の
資
産
で
あ
る
豊
か
な

自
然
環
境
の
保
全
を
め
ざ

し
、
森
林
資
源
や
水
資
源
の

保
全
、
市
民
へ
の
意
識
啓
発

な
ど
、
自
然
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◆
環
境
と
共
生
し
た
循
環
型
社

会
の
形
成
を
図
る
た
め
、
総

合
的
な
環
境
行
政
や
省
資

源
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し

ま
す
。

◆
美
し
い
自
然
が
映
え
る
潤
い

あ
る
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

公
害
防
止
対
策
や
環
境
美

化
・
緑
化
な
ど
を
推
進
し
ま

す
。

4．

活
力
あ
ふ
れ
る
産
業
の
ま

ち
づ
く
り

◆
地
域
の
主
要
な
産
業
の
ひ
と

つ
で
あ
る
農
林
業
の
振
興
を

め
ざ
し
、
農
業
基
盤
の
整
備

や
ク
リ
ー
ン
農
業
な
ど
の
推

進
、
林
道
の
整
備
な
ど
を
進

め
ま
す
。

◆
既
存
の
商
工
業
の
育
成
を
図

る
た
め
、
市
街
地
整
備
や
交

流
施
策
と
の
連
携
な
ど
に
努

め
ま
す
。

◆
地
域
資
源
を
活
か
し
た
個
性

的
で
魅
力
あ
る
産
業
の
展
開

に
向
け
て
、
地
域
の
交
流
施

設
や
集
客
拠
点
な
ど
の
整
備

と
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

◆
交
通
・
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
に
よ
る
立
地
条
件
の

優
位
性
を
活
か
し
、
企
業
誘

致
や
雇
用
機
会
の
創
出
を
図

り
ま
す
。

5．

豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

◆
次
代
を
担
う
心
豊
か
で
た
く

ま
し
い
子
ど
も
達
の
育
成
を

め
ざ
し
、
家
庭
や
地
域
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
就
学

前
教
育
や
義
務
教
育
な
ど
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
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築
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醸
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図
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携
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☆総合計画は、まちづくり全般にわたる内容となっており、中長期的
な展望に立ち、計画的、効率的な行政運営を行うための指針です。

☆第1次山県市総合計画は、基本構想と基本計画で構成されます。
☆基本構想は平成17年度から平成26年度までの10年間、基本計画
（前期）は平成17年度から平成21年度の5年間となっています。
■総合計画に関する問い合わせは総合企画課まで

22－6824 22－6851

Eメール　kikaku@city.yamagata.gifu.jp
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笹
賀
地
内
に
あ
り
ま
す
養
護
老
人
ホ

ー
ム
美
山
荘
は
昭
和
六
十
一
年
に
開
設

し
て
以
来
、
旧
山
県
郡
老
人
福
祉
施
設

事
務
組
合
が
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
合

併
後
は
山
県
市
が
引
き
継
ぎ
運
営
し
て

き
ま
し
た
が
、
市
長
の
諮
問
機
関
で
あ

る
美
山
荘
運
営
審
議
会
に
お
い
て
、
民

営
化
の
方
向
性
が
見
い
だ
さ
れ
、
本
年

四
月
一
日
か
ら
は
社
会
福
祉
法
人
同
朋

会
が
管
理
・
運
営
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
民
営
化
は
、
近
年
の
入

所
者
の
高
齢
化
や
多
様
な
ニ
ー

ズ
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
高

齢
福
祉
関
連
の
専
門
的
知
識
、

施
設
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ

民
間
社
会
福
祉
法
人
に
施
設

の
管
理
・
運
営
を
任
せ
、
入
所

者
ケ
ア
の
充
実
、
処
遇
の
向
上

を
目
指
す
も
の
で
す
。

運
営
を
行
う
社
会
福
祉
法
人

同
朋
会
は
、
現
在
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
椿
野
苑
等
の
福
祉

施
設
を
経
営
す
る
な
ど
、
市
内

に
お
け
る
高
齢
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
実
績
も
あ
り
、
地
域
に
密
着

し
た
福
祉
施
設
と
し
て
、
今
後

さ
ら
に
充
実
し
た
施
設
運
営
が

期
待
で
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

山県市防災情報ネットワークシ
ステムが4月1日から運用し、皆
さんの携帯電話に防災に関する情
報がリアルタイムで配信できるよ
うになりました。
配信を希望される方は、［http:
//www.yamagatabousai.jp］また
は「山県市ホームページの防災・
気象情報」にアクセスして、ご自
分の携帯電話のメールアドレスを
登録してください。

問い合わせ先

総務課　　22－6820

配信される情報
○気象情報（地震・台風・警報などの情報）
○自主運行バスの運行情報　（雪などによる運休情報）
○防災情報（災害に関する情報）
○通行止情報（危険降雨量による通行止め情報）
＊配信される情報は選択することができます。
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質
問介

護
保
険
料
を
払
っ
て

い
る
の
に
、
な
ぜ
利
用
料

を
払
わ
な
く
て
は
い
け
な

い
の
？

答
え医

療
保
険
で
は
、
保
険

料
を
納
め
て
い
る
う
え
に
、

医
療
に
か
か
れ
ば
診
療
費

や
薬
代
を
支
払
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、

介
護
保
険
で
も
保
険
料
を

納
め
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
れ
ば
利
用
額
の
一
割
を

支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
も
医
療
保
険

も
相
互
扶
助
の
考
え
に
も

と
づ
い
て
保
険
料
を
出
し

合
い
、
介
護
や
医
療
が
必

要
な
と
き
に
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
利
用
料
を
負
担
す
る

と
い
う
社
会
保
険
方
式
で

す
。

質
問勧

め
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
断
っ
て

も
い
い
の
？

答
え介

護
保
険
の
利
用
に
つ
い
て
は
高

齢
者
が
主
役
で
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
紹
介
し
な
が
ら
そ
の
人
の
希
望
に

合
い
、
専
門
家
の
目
か
ら
見
て
も
よ

い
と
思
わ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
で

き
る
よ
う
に
お
手
伝
い
し
ま
す
。
ど

ん
な
こ
と
に
困
っ
て
い
る
の
か
、
ど

ん
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
か
は
っ
き
り
伝
え
、

不
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
勧
め
め
ら
れ
て

も
こ
と
わ
る
勇
気
が
必
要
で
す
。
断

る
事
に
対
し
て
「
す
ま
な
い
」
と
い

う
思
い
が
う
ま
れ
が
ち
で
す
が
、
そ

れ
が
い
や
で
要
望
を
伝
え
な
い
と
い

う
こ
と
が
あ
る
と
、
よ
い
結
果
に
は

結
び
つ
き
ま
せ
ん
。

質
問家

族
の
分
の
食
事
は
作
っ
て
も
ら

え
な
い
の
？

答
え「

同
じ
手
間
な
ら
、
高
齢
者
の
た

め
の
料
理
を
少
し
多
め
に
作
り
、
家

族
に
も
・
・
・
」
と
い
う
言
い
分
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
介
護
保
険
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護

を
必
要
と
す
る
人
の
た
め
に
提
供
さ

れ
る
も
の
で
す
。
そ
の
結
果
と
し
て

家
族
の
介
護
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と

が
ね
ら
い
で
、
直
接
家
族
に
対
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
介
護
保
険
で
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
も
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
生
活
に

う
る
お
い
を
も
ち
自
分
ら
し
く
生
き

た
い
も
の
で
す
。
そ
れ
を
可
能
に
す

る
の
が
介
護
保
険
制
度
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
し
か
し
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
よ
っ
て
百
パ
ー
セ
ン
ト
実
現
す

る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
知
っ
て
お

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
サ
ー
ビ

ス
の
種
類
や
量
に
は
限
り
が
あ
る
の

で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
知
識
を
き
ち

ん
と
持
ち
、
理
解
、
協
力
す
る
受
け

手
の
姿
勢
も
大
事
で
す
。

自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に

は
利
用
す
る
側
に
も
努
力
が
必
要
で

す
。

山県市在宅介護支援センター 22―6838
山県市社協在宅介護支援センター 52―2800
椿野苑在宅介護支援センター 22―6003
桜美寮在宅介護支援センター 36―2013

在宅介護支援センターでは高齢者の生活や
介護について相談を受けています。

質
問

答
え

質
問

答
え

質
問

答
え
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古
田
紹
欽
記
念
館
で
二
月
二
十
七

日
、
春
の
紹
欽
茶
会
が
行
わ
れ
約
百
二

十
人
の
来
場
者
が
抹
茶
を
味
わ
い
ま
し

た
。茶

会
は
、
裏
千
家
の
大
島
宗
甫
さ
ん

の
社
中
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
約
二
十
五
人
が
お
点
前

を
披
露
。
形
に
と
ら
わ
れ
な
い
「
紹

欽
」
流
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
記
念
館
で
は
小
原
流
い
け

ば
な
展
が
開
催
中
で
来
場
者
は
ゆ
っ
た

り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

二
月
二
十
日
、
山
県
市
文
化
の
里
花

咲
き
ホ
ー
ル
が
開
館
し
、
約
三
百
人
の

関
係
者
が
見
守
る
な
か
記
念
式
典
を
行

い
ま
し
た
。

同
ホ
ー
ル
は
、
客
席
三
百
五
十
席
で

座
席
が
可
動
式
と
な
り
、
コ
ン
サ
ー
ト

以
外
に
も
展
示
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
と
し

て
も
活
用
で
き
ま
す
。

式
典
で
は
、
市
長
や
来
賓
と
一
緒
に

地
元
小
中
学
生
が
、
玄
関
前
で
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
と
銘
板
の
除
幕
を
行
い
、そ
の
後

ホ
ー
ル
内
で
伊
自
良
十
六
拍
子
の
太
鼓

演
奏
と
竜
回
し
で
開
館
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、
岐
阜
市
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

佐
部
利
弦
さ
ん
が
、
静
岡
県
ま
で
出
向

き
選
ん
だ
同
ホ
ー
ル
の
ピ
ア
ノ
で
独
奏

を
行
い
、
深
み
の
あ
る
音
色
を
ホ
ー
ル

に
響
か
せ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
市
民
音
楽
祭
を
開

催
。
多
く
の
市
民
が
音
楽
な
ど
の
文
化

に
親
し
み
ま
し
た
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

花
咲
き
ホ
ー
ル
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

紹
欽
茶
会
を
開
催
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三
月
三
日
は
ひ
な
祭
り
。
菱
餅
や
あ

ら
れ
を
供
え
て
女
児
の
健
康
と
成
長
を

願
い
ま
す
。
愛
知
県
や
岐
阜
県
で
は
、

お
ひ
な
様
を
飾
る
家
を
ま
わ
り
お
供
え

物
の
お
菓
子
を
も
ら
う
と
い
う
風
習
が

あ
り
、
現
在
も
伊
自
良
地
域
の
一
部
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

長
滝
地
区
で
は
、
学
校
な
ど
か
ら
帰

宅
し
た
子
ど
も
た
ち
が
「
お
ひ
な
様
見

せ
て
」
と
各
戸
を
ま
わ
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
、
買
い
物
袋
い
っ
ぱ
い
に

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
や
あ
め
を
も
ら
っ
て
大

喜
び
の
よ
う
で
し
た
。

西
武
芸
小
学
校
で
は
新
潟
県
中
越
地

震
被
災
者
へ
の
義
援
金
募
金
活
動
を
行

い
、
集
ま
っ
た
二
万
八
千
円
余
り
を
現

地
に
送
っ
て
も
ら
う
よ
う
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
預
け
ま
し
た
。

同
校
で
は
美
化
委
員
が
中
心
と
な
っ

て
、
定
期
的
に
毎
年
二
回
の
募
金
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
地
震
で

被
害
に
あ
っ
た
方
た
ち
に
安
心
し
て
暮

ら
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
。

二
月
一
日
か
ら
四
日
間
、
美
化
委
員
が

手
作
り
の
募
金
箱
を
持
っ
て
登
校
時
間

に
交
代
で
玄
関
に
立
ち
、
全
校
の
児

童
、
教
職
員
か
ら
た
く
さ
ん
の
善
意
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

二
月
二
十
二
日
、
西
武
芸
保
育
園
で

美
山
地
域
に
あ
る
保
育
園
（
西
武
芸
、

乾
、
富
波
、
い
わ
桜
）
か
ら
選
ば
れ
た

保
育
士
が
、
約
二
百
人
の
同
地
域
保
育

園
児
に
「
と
も
だ
ち
ほ
し
い
な
お
お
か

み
く
ん
」
と
い
う
人
形
劇
な
ど
を
披
露

し
ま
し
た
。

約
二
十
年
ほ
ど
前
か
ら
始
ま
っ
た
と

い
う
こ
の
行
事
は
、
毎
年
一
回
行
わ
れ

て
お
り
、
保
育
園
同
志
の
交
流
を
行
う

目
的
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

園
児
た
ち
は
、
保
育
士
た
ち
の
迫
真

の
演
技
に
大
喜
び
で
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

桃
の
節
句
に
残
る
風
習

地
震
被
災
者
の
た
め
に募金

活
動

二
月
二
十
四
日
、
山
県
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
が
美
山
中
央
公
民
館
で
作
品

展
と
指
導
者
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

作
品
展
で
は
、
書
や
絵
画
、
手
芸
作

品
な
ど
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
出
展
し
た

作
品
を
ホ
ー
ル
で
展
示
。
ま
た
、
指
導

者
研
修
と
し
て
　
原
の
蓮
華
寺
前
住
職

の
羽
賀
文
圭
さ
ん
が
「
身
体
の
健
康
と

心
の
健
康
」
に
つ
い
て
講
義
を
行
わ
れ

ま
し
た
。

い
つ
も
よ
り
多
く
の
友
達
と

人
形
劇
を
楽
し
み
ま
し
た

作
品
展
と
研
修
会
を
開
催
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 問い合わせ先　健康課　　22－6839

皆
さ
ん
は
、
体
を
動
か
す
こ

と
を
何
か
し
て
い
ま
す
か
？

「（
近
所
の
人
と
）
毎
日
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
て
い
る
わ
」、「
犬
の

散
歩
が
私
に
と
っ
て
の
貴
重
な

運
動
か
な
…
」、「
毎
日
、
田
畑

の
仕
事
で
体
を
動
か
し
と
る

わ
」
な
ど
。

運
動
と
一
言
で
い
っ
て
も
さ

ま
ざ
ま
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
ま
す
。

運
動
し
た
方
が
い
い
こ
と
は
分

か
っ
て
る
ん
だ
け
ど
、
な
か
な

か
ね
、
と
い
う
方
が
一
番
多
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

方
に
健
康
課
よ
り
耳
寄
り
な
お

知
ら
せ
で
す
。

【
健
康
運
動
講
座
】

み
ん
な
で
楽
し
く
い
い
汗
を

か
こ
う
！
〜
い
つ
ま
で
も
若
々

し
く
〜
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
こ
こ

ろ
と
体
の
健
康
度
ア
ッ
プ
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

講
師
は
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ダ
ン

ス
で
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た

運
動
指
導
を
し
て
る
「
ス
タ
ジ

オ
ヂ
ー
ニ
ア
ス
」
の
元
気
度
一

二
〇
％
の
先
生
た
ち
で
す
。
運

動
を
最
近
し
て
い
な
い
方
で
も

大
丈
夫
。
基
礎
コ
ー
ス
は
初
心

者
の
方
大
歓
迎
。
初
級
レ
ベ
ル

か
ら
徐
々
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
時
間

午
前
九
時
四
十
五
分
〜

十
一
時
四
十
五
分

▼
定
員

五
十
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

無
料

▼
内
容健

康
に
ま
つ
わ
る
講
話
・

実
技
（
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ダ
ン

ス
を
中
心
に
）

初
回
・
最
終
日
に
は
体
力

測
定
を
行
う
予
定
で
す
。

▼
持
ち
物

運
動
の
で
き
る
服
装
、
室

内
用
運
動
靴
、
筆
記
用
具
、

水
ま
た
は
お
茶
、
タ
オ
ル
、

体
温
計
な
ど

▼
申
込
方
法

四
月
四
日
（月）
〜
四
月
二

十
八
日
（木）
（
平
日
の
午
前
八

時
三
十
分
〜
午
後
五
時
十

五
分
）
に
健
康
課
へ
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
お
願
い

高
血
圧
・
高
脂
血
症
・

糖
尿
病
等
で
現
在
治
療
中
の

方
は
、
主
治
医
に
必
ず
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

健
康
運
動
講
座

健
康
運
動
講
座

至伊自良湖�

至岐阜市� 至岐阜市�

伊
自
良
川�

伊
自
良�

総
合
運
動
公
園� 伊自良支所�

山県警察署�

伊自良�
中央公民館�

山県市�
総合体育館�

美山構造改善�
　　センター�

高富中学校�

山県市�
北消防署�

みやま�
ジョイフル倶楽部�

武儀川�

R
2
5
6

R418

富岡小学校�

■基礎コース

■レベルアップコース
※対象者は過去に健康運動講座に参加された方

場　　　　所 開　催　日 初　日
伊自良中央公民館 毎月第2木曜日 5月26日（木）
美山構造改善センター 毎月第4木曜日 5月12日（木）

場　　　　所 開　催　日 初　日
山県市総合体育館 毎月第3木曜日 5月19日（木）
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●
食
育
と
は

今
、「
食
育
」
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

食
育
と
は
、
子
ど
も
た
ち
が

自
分
で
健
康
を
守
り
、
健
全
で

豊
か
な
食
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
能
力
を
育
て
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

明
治
時
代
か
ら
「
知
育
」

「
体
育
」「
徳
育
」
と
と
も
に
教

育
の
基
本
と
し
て
揚
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
い
つ
の
間
に
か

姿
を
消
し
、
最
近
に
な
っ
て
再

び
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

今
後
市
で
は
、
保
育
園
・
幼

稚
園
・
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

を
対
象
に
食
べ
物
を
選
ぶ
力
、

日
本
の
食
文
化
、
料
理
す
る
力

な
ど
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

●
食
育
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

食
に
関
心
の
あ
る
方
、
子
ど

も
た
ち
が
健
や
か
に
育
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
お
ら
れ
る
方
、

食
育
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
躍
し
ま
せ
ん
か
。
健
康
課

で
は
そ
ん
な
熱
意
の
あ
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
食
育
を
学

び
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
、
正
し
い
知
識
を
伝
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

5
回
コ
ー
ス

①
栄
養
の
基
礎
知
識
、
体
の
し

く
み

②
食
教
育
の
必
要
性
、
進
め
方

③
和
食
推
進
、
地
産
地
消

④
食
教
育
先
進
市
町
村
で
の
活

動
状
況
の
視
察

⑤
山
県
市
の
保
健
の
現
状
と
事

業
の
取
り
組
み
状
況

①
〜
⑤
講
義
に
調
理
実
習
含
む

▼
開
催
時
期

五
月
〜
九
月
（
月
一
回
）

▼
開
催
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

子
ど
も
の
食
に
関
心
の
あ
る

方
▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

22
―

6
8
3
9

22
―

2
1
1
7

E-m
ail
kenko@

city.yam
agata.
gifu.jp

▼
申
し
込
み
期
限

四
月
二
十
八
日
（木）

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス

先
輩
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
、
助

産
師
さ
ん
を
交
え
て
一
緒
に
楽

し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？
ぜ
ひ

マ
マ
友
達
を
つ
く
り
に
き
て
く

だ
さ
い
ね
。

▼
日
時

四
月
二
十
二
日
（金）

午
前
十
時
〜

午
後
一
時
三
十
分

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

妊
娠
中
の
過
ご
し
方
な
ど
の

勉
強
会
、
調
理
実
習

▼
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
き
ん
な
ど

※
託
児
あ
り

★
申
込
方
法

四
月
二
十
日
（水）
ま
で
に
山
県

市
役
所
健
康
課
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

ミ
ル
キ
ー
K
i
d
s
ク
ラ
ブ

健
康
課
で
は
、
乳
児
期
の
お

子
さ
ん
を
持
つ
マ
マ
や
パ
パ
同

士
の
交
流
を
は
か
り
、
育
児
に

つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
く
機
会

と
し
て
「
ミ
ル
キ
ー
K
i
d
s

ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
者

平
成
十
六
年
六
月
か
ら
平

成
十
六
年
十
一
月
ま
で
に
生

ま
れ
た
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者

▼
開
催
日
時

毎
月
二
回
程
度

午
前
十
時
〜
十
二
時

（
詳
細
は
申
込
者
に
後
日
連

絡
し
ま
す
）

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

身
体
を
使
っ
た
遊
び

や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
親

子
ビ
ク
ス
な
ど

▼
申
込
方
法

先
着
三
十
組
限
定
で
す
。

四
月
十
八
日
（月）
ま
で
に
健
康

課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

食
育
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
・
ミ
ル

キ
ー
K
i
d
s
ク
ラ
ブ

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス

ミ
ル
キ
ー
K
i
d
s
ク
ラ
ブ

FAX
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4月6日（水）～15日（金）�4月6日（水）～1515日（金）�4月6日（水）～15日（金）�

五
年
に
一
回
行
わ
れ
る
国
勢
調

査
を
平
成
十
七
年
十
月
一
日
現
在

で
実
施
し
ま
す
。

市
で
は
国
勢
調
査
の
調
査
員
と

し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人

が
対
象

●
国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
と
す

る
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査

で
、
各
種
行
政
施
策
の
基
礎
資

料
と
な
り
ま
す
。

地
方
交
付
税
交
付
金
の
算
定
や
各

種
施
策
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
利

用●
結
果
は
、
都
道
府
県
・
市
区
町

村
の
議
員
定
数
の
決
定
や
、
地

方
交
付
税
交
付
金
の
算
定
基
準

な
ど
に
用
い
ら
れ
る
法
定
人
口

と
し
て
の
利
用
や
、
雇
用
対

策
、
少
子
化
対
策
な
ど
の
施
策

に
使
わ
れ
ま
す
。

▼
募
集
人
数

市
内
全
域
で
百
名
程
度

基
本
的
に
は
お
住
ま
い
の
地

区
も
し
く
は
近
郊
の
地
区
を
受

け
持
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
募
集
期
間

四
月
二
十
八
日
（木）
ま
で

▼
調
査
員
の
要
件

●
市
内
に
居
住
の
二
十
歳
以
上

で
、
調
査
活
動
の
で
き
る
健

康
な
方

●
調
査
で
知
り
得
た
こ
と
な

ど
、
秘
密
の
保
持
が
で
き
る

方
●
警
察
、
選
挙
、
税
務
事
務
に

従
事
し
て
い
な
い
方

▼
統
計
調
査
員
の
身
分
（
調
査
員

予
定
選
任
期
間
平
成
十
七
年
八

月
中
旬
〜
十
月
中
旬
）

統
計
調
査
員
は
調
査
期
間
中

は
非
常
勤
の
公
務
員
（
国
勢
調

査
は
国
家
公
務
員
）
で
す
。

▼
統
計
調
査
員
の
活
動

調
査
員
事
務
説
明
会
へ
の
出

席→

担
当
調
査
区
の
確
認→

調

査
票
の
配
布
と
回
収→
調
査
票

の
点
検
と
提
出

▼
統
計
調
査
員
の
報
酬

国
の
基
準
に
よ
り
支
払
い
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
合
企
画
課

22
―
6
8
2
4

統
計
調
査
員
募
集

国
勢
調
査
と
は

○子供と高齢者の交通事故を防止する
○二輪車の安全利用を推進する
○シートベルトとチャイルドシートの正しい着用
を徹底する

この時期は新学期が始まることから、幼児や児
童生徒の行動が活発になったり、行楽シーズンや
就職等により交通量が増えるため、交通事故が多

発するおそれがあります。
一人ひとりが交通ルー

ルの遵守と正しい交通マ
ナーを実践して、交通事
故防止の徹底を図りまし
ょう。

4月1日から30日はシートベルト・チャイルド
シート着用強調月間です。
自動車乗車中の交通死者の中には依然としてシ

ートベルト非着用者が多く、シートベルトを着用
していれば被害が軽減され
たと推測された方も多く見
受けられます。
また、過去にはチャイル

ドシートを使用していなか
ったため、乳幼児が車外へ
放出された事故も発生して
います。

4月は
シートベルト・チャイルドシート

着用強調月間

運 動 の 重 点



23 広報やまがた 2005.4

高
齢
者
の
認
知
症
（
痴
呆
）
予
防
を

め
ざ
し
、
川
島
先
生
の
手
法
に
基
づ
い

て
今
年
度
か
ら
脳
の
健
康
教
室
を
行
う

予
定
で
す
。

高
齢
者
の
自
立
支
援
（
認
知
症
予

防
）
に
興
味
の
あ
る
方
、
教
室
の
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん

か
？

▼
募
集
人
数

数
名

▼
報
酬

二
千
円
　
（
一
回
）

▼
勤
務
時
間

週
一
、
二
回
　
一
回
三

時
間
程
度

▼
勤
務
地

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
・
市
内
地
区
公
民
館
（
未
定
）

▼
資
格
・
条
件

年
齢
六
十
歳
未
満
で

高
齢
者
の
自
立
支
援
に
興
味
の
あ
る

方
▼
応
募
方
法

四
月
十
五
日
（金）
ま
で
に

履
歴
書
を
長
寿
福
祉
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
面
接
日
は
四
月
二
十

日
（水）
午
後
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
数
回
の
研
修
を
行
う
予
定

で
、
第
一
回
目
は
四
月
二
十
七
日
（水）

で
す
。

読み・書き・計算が計算が�
　　　　脳の老化　　　　脳の老化を防止する防止する�
読み・書き・計算が�
　　　　脳の老化を防止する�

◎東北大学教授

川 島　隆 太 氏
1959年千葉県千葉市生まれ。東北

大学医学部卒業。同大学院医学研究科
修了。スウェーデン王国カロリンスカ
研究所客員研究員、東北大学助手、講
師を経て、現在同大学教授。医学博
士。文化審議会国語分科会委員。脳の
どの部分にどのような機能があるのか
を調べる「ブレインイメージング研究」
の日本における第一人者。

問い合わせ先　 長寿福祉課　 22－6838

講 師

とき　4月27日（水）
開場　午後1時

開演　午後1時30分

場所　美山中央公民館
主　催　 山県市

山県市老人クラブ連合会

高
齢
者
脳
の
健
康
づ
く
り
教
室

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
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▼
場
所

岩
佐
六
三
六
番
地

▼
戸
数

公
営
住
宅
　
一
戸
（
3
L
D

K

七
二
・
一
七
　
）

▼
家
賃

一
万
七
千
四
百
〜
二
万
八
千

九
百
円
程
度
（
入
居
世
帯
の
収
入
金

額
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

▼
入
居
資
格

◎
同
居
し
て
い
る
か
同
居
し
よ
う
と

し
て
い
る
親
族
（
婚
約
者
な
ど
）

が
あ
る
こ
と
。

◎
所
得
金
額
が
政
令
で
定
め
る
月
額

（
一
般
世
帯
二
十
万
円
、
裁
量
階

層
世
帯
二
十
六
万
八
千
円
）
以
下

で
あ
る
こ
と
。

◎
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
。

◎
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
。

▼
入
居
時
期

五
月
（
予
定
）

▼
申
込
方
法

管
理
課
に
あ
り
ま
す
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

四
月
十
五
日
　
必
着

▼
選
考
方
法

入
居
希
望
者
が
多
数
の

場
合
は
、
困
窮
の
実
情
を
調
査
し
、

条
件
が
同
等
で
あ
れ
ば
抽
選
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

電
化
住
宅
の
た
め
、
ガ
ス

調
理
器
は
使
え
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

管
理
課
　
　
22
―

6
8
3
1

一
般
事
務
職

▼
募
集
人
員

一
名

▼
賃
金

日
額
五
千
六
百
円

▼
勤
務
内
容

予
約
受
付
業
務
等

▼
勤
務
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
四
時
十
五

分
※
勤
務
日
に
よ
っ
て
午
前
九
時
三
十
分

〜
午
後
五
時
十
五
分
、
そ
の
他
の
場

合
も
有
（
実
働
七
時
間
）

▼
勤
務
地

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
み
や
ま

キ
ャ
ン
プ
場
（
山
県
市
片
原
）

▼
雇
用
期
間

平
成
十
七
年
五
月
一
日

〜
平
成
十
七
年
九
月
三
十
日

▼
勤
務
日

日
曜
〜
土
曜
の
う
ち
で
五
日
間
（
交

替
制
）

▼
資
格
、
条
件

健
康
で
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
に
勤
務

で
き
、
パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
五
十
歳

ま
で
の
方

▼
応
募

四
月
十
五
日
（金）
ま
で
に
履
歴

書
を
秘
書
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　
　
22
―

6
8
3
0

人
事
院
・
国
税
庁
で
は
「
国
税
専
門

官
採
用
試
験
」
の
受
験
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▼
申
込
方
法

申
込
書
を
申
込
受
付
期

間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
申
込

用
紙
は
、
全
国
各
地
の
人
事
院
地
方

事
務
局
・
国
税
局
な
ど
で
交
付
し
て

い
ま
す
）。

▼
申
込
受
付
期
間
と
時
間

四
月
一
日

（金）
〜
四
月
十
五
日
（金）
（
土
・
日
曜
日

は
除
く
）

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

※
申
込
書
は
で
き
る
だ
け
郵
送
等
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

名
古
屋
国
税
局

総
務
部
人
事
第
二
課
試
験
係

0
5
2
―

9
5
1
―

3
5
1
1

内
線
3
4
5
0

お
知
ら
せ
広
場

お
知
ら
せ
広
場�
お
知
ら
せ
広
場

お
知
ら
せ
広
場�
お
知
ら
せ
広
場�

市
営
住
宅
「
サ
ン
セ
イ
ス
美

山
」
に
入
居
さ
れ
る
方
を
募
集

し
ま
す

国
税
専
門
官
採
用
試
験

受
験
者
募
集

日
日
雇
用
職
員
募
集

09日（土） たかとみスポーツクラブ
スタートの会

10日（日） ふれあい
ソフトバレーボール大会

17日（日） たかとみバレー大会

24日（日） ミニテニス男女別交流会

29日（祝） 市スポーツ少年団入団式

総合体育館　　22－6622

【休館日　毎週月曜日】

4月の総合体育館スポーツイベント

一
般
事
務
職

m2

（金）
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全
国
訪
問
「
お
は
な
し
隊
」
が
や
っ

て
き
ま
す
。

皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

四
月
二
十
三
日
（土）

午
前
十
時
〜

▼
内
容

●
全
国
訪
問
「
お
は
な
し
隊
」
に
よ

る
読
み
聞
か
せ

●
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
で
の
自
由
読
書

（
児
童
書
三
百
五
十
冊
展
示
）

●
古
雑
誌
市
（
平
成
十
五
年
四
月
号

〜
平
成
十
六
年
三
月
号
の
雑
誌
）

▼
開
催
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
自
良
図
書
館
　
　
36
―

3
3
3
9

高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
難
聴
に
な

ら
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
方
も
含
め
耳
の
不
自
由
な
方
が
気

軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
「
筆
談
で
き
ま

す
」
と
い
う
耳
マ
ー
ク
を
市
役
所
内
の

次
の
五
か
所
に
設
置
し
ま
し
た
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
設
置
場
所

〈
山
県
市
役
所
〉

一
階
　
市
民
課
窓
口
、
税
務
課
窓
口

二
階
　
総
務
課
窓
口

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

一
階
　
社
会
福
祉
課
窓
口
、
長
寿
福

祉
課
窓
口

（
二
月
二
十
日
付
け
）

﹇（
）
内
は
異
動
前
の
所
属
﹈

▽
文
化
の
里
古
田
紹
欽
記
念
館
長
兼
文

化
の
里
花
咲
き
ホ
ー
ル
館
長
（
文
化
の

里
古
田
紹
欽
記
念
館
長
）
梅
田
義
孝

教
育
委
員
会
事
務
局
の
組
織

変
更
に
伴
う
、
四
月
一
日
か
ら

の
各
課
、
係
の
主
な
業
務
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
組
織
変
更

で
、
全
課
が
伊
自
良
支
所
内
の

教
育
委
員
会
事
務
局
に
配
置
さ

れ
ま
し
た
。

課　名

教育総務課
36―3302

学校教育課
36―3303

生涯学習課
36―3304

文　化　課
36―3305

部 場所

教

育

委

員

会

伊
自
良
支
所
　
1
階

係　　名

総 務 係
管 理 係

学 務 係
管 理 指 導 係

社 会 教 育 係
学 習 振 興 係
スポーツ振興係

文 化 振 興 係
文 化 財 係
国 際 交 流 係

主　　な　　業　　務

職員人事及び服務、儀式及び表彰、就園援助、奨学金

就学援助、転入学、学校保健・給食、スポーツ振興セ
ンター給付、教育相談、教育指導、就学指導

青少年育成、成人教育、生涯学習、生涯学習関係団体
育成、スポーツ振興、生涯学習リーダーバンク、生涯
学習施設管理

文化振興、文化財保護、国際理解教育、文化芸術・国
際交流関係団体育成、文化施設管理

伊
自
良
図
書
館

「
本
と
出
会
う
日
」
を
開
催

耳
マ
ー
ク
を
設
置
し
ま
し
た

教
育
委
員
会
職
員
人
事
異
動

教
育
委
員
会
事
務
局
各
課
の
仕
事

4月
からの

伊自良支所�
市民係�

玄関�

ロビー�

階段�WC 文
化
課
�通路�

生
涯
学
習
課
�

学
校
教
育
課
�

教
育
総
務
課
�

教
育
長
室
�

■教育委員会　各課・係の仕事

■伊自良支所（1階）の案内図

バス時刻表、公共施設ガイ
ド、休日診療のお知らせ、避難
所一覧についての携帯向けコ
ンテンツを提供中です。
http://www.city.yamagata.gif
u.jp/k/

【QRコード】

山県市携帯ホームページ
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4月�

04日（月） 10:00～　ジュニアリーダーのお兄さんお姉さん

と一緒に遊ぼう

【持ち物】お茶

09日（土） 10:00～　キーホルダーを作ろう　定員20人

【持ち物】ハンカチ

16日（土） 10:00～　アレンジフラワー　定員10人

【持ち物】材料費500円・はさみ・花

器（マグカップなど）

09日（土） 10:00～　ドッジボール大会

【持ち物】ハンカチ・お茶

16日（土） 09:00～　パン教室　定員15人

【持ち物】材料費300円・エプロン・

三角きん・タッパー（大）・お茶・

ハンカチ

高 富 児 童 館　　　22－4750 子どもげんきはうす　　　23－2323

平
成
十
七
年
度
に
住
宅
を
新
築
し
合

併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
る
方
、
ま

た
は
汲
み
取
り
や
単
独
浄
化
槽
か
ら
合

併
処
理
浄
化
槽
に
改
造
さ
れ
る
方
に
対

し
て
、
予
算
の
範
囲
以
内
で
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
地
域

山
県
市
全
域

▼
対
象
者

公
共
下
水
道
整
備
予
定
区

域
の
う
ち
第
三
整
備
区
域
の
方
、
お

よ
び
農
業
集
落
排
水
施
設
の
利
用
が

困
難
な
方
で
、
平
成
十
八
年
三
月
ま

で
に
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
完

成
す
る
方

▼
問
い
合
わ
せ
先

環
境
衛
生
課
　
　
22
―

6
8
2
8

次
の
事
項
に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て

は
、
有
線
テ
レ
ビ
（
C
C
Y
）
の
利
用

料
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
印
鑑

お
よ
び
身
障
手
帳
な
ど
減
免
基
準
に
該

当
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
面
を
持
参

の
う
え
、
四
月
十
五
日
ま
で
に
有
線
テ

レ
ビ
局
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
料
の
減
免
に
該
当
す
る
方

【
全
額
免
除
】

●
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
な
ど
を
受

け
て
い
る
方

●
身
体
障
害
者
手
帳
（
一
級
、
二
級
、

三
級
）
を
所
持
す
る
方
の
世
帯

●
療
育
手
帳
（
A
、
A
1
、
A
2
）
を

所
持
す
る
方
の
世
帯

【
半
額
免
除
】

●
身
体
障
害
者
手
帳
（
四
級
、
五
級
、

六
級
）
を
所
持
す
る
方
の
世
帯

●
療
育
手
帳
（
B
1
、
B
2
）
を
所
持

す
る
方
の
世
帯

●
戦
傷
病
者
手
帳
を
所
持
す
る
方
の
う

ち
、
障
害
の
程
度
が
恩
給
法
に
規
定

す
る
特
別
項
症
か
ら
第
一
款
症
ま
で

に
相
当
す
る
重
度
の
戦
傷
病
者
を
有

す
る
世
帯

※
印

そ
の
世
帯
を
構
成
す
る
、
す

べ
て
の
方
が
市
町
村
民
税
非
課

税
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

有
線
テ
レ
ビ
局
　
　
22
―

6
1
0
0

廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
（
廃
棄
物
処
理
法
）
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か

ら
、
例
外
を
除
い
て
、
野
外
焼
却
は
禁

止
に
な
っ
て
い
ま
す
。

庭
先
や
田
畑
で
ド
ラ
ム
缶
な
ど
を
利

用
し
た
ゴ
ミ
の
焼
却
を
す
る
こ
と
は
、

に
お
い
や
煙
が
発
生
し
、
ご
近
所
の
方

に
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
し
、

ま
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ー
ル
を
家

野
外
焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

★4月23日（土）に可児市「花フェスタ記念公園」で子どもと親の青空広場が開催されます。いろんな
遊びのコーナーがあり、児童館、げんきはうすの先生もいます。みなさん、ぜひおでかけくださ
い。待ってます。
児童館、げんきはうすの行事に参加したお友達の写真を掲示しています。ほしいお友達は各施設
に来て申し込んでね。申込期間は4月16日（土）までです。

4月1日午前9時から参加希望者の
申込受付を開始します（電話での申し込みもOK）。
定員になり次第締め切らさせていただきます。

※詳しくは各施設に問い合わせください
※毎週水曜日（15:00～16:00）

珠算クラブ開催中！

有
線
テ
レ
ビ
（
C
C
Y
）

利
用
料
の
減
免
申
請

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

整
備
補
助
金

※

※ ※

※

※
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庭
で
燃
や
す
こ
と
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を

発
生
さ
せ
る
な
ど
、
人
体
に
も
地
球
環

境
に
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
各
ご
家
庭
で
、
適

正
処
理
を
行
い
、
環
境
に
優
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
野
外
焼
却
禁
止
の
例
外

①
国
や
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
施
設
の

管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物

の
焼
却

（
例
）
河
川
敷
の
草
焼
き
、
道
路
側

の
草
焼
き

②
震
災
、
風
災
害
、
火
災
、
凍
霜
害
、

そ
の
他
の
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策

ま
た
は
復
旧
の
た
め
に
必
要
な
廃
棄

物
の
焼
却

（
例
）
災
害
等
の
応
急
対
策
、
火
災

予
防
訓
練

③
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事

を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼

却（例
）
左
義
長

④
農
業
、
林
業
、
ま
た
は
漁
業
を
営
む

た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て

行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却

（
例
）
焼
畑
、
あ
ぜ
の
草
お
よ
び
下

枝
の
焼
却

⑤
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
う

え
で
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却

で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の

（
例
）
落
ち
葉
た
き
、
た
き
火
、
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

※
例
外
に
な
る
廃
棄
物
の
焼
却
で
あ
っ

て
も
、
市
民
の
方
か
ら
苦
情
が
あ
れ

ば
、
焼
却
行
為
の
中
止
を
お
願
い
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

環
境
衛
生
課
　
　
22
―

6
8
2
8

交
通
事
故
や
詐
欺
、
脅
し
な
ど
の
犯

罪
の
被
害
に
遭
い
、
警
察
や
検
察
庁
に

訴
え
た
が
、「
検
察
官
が
そ
の
事
件
を

起
訴
し
て
く
れ
な
い
」
と
い
っ
た
不
満

を
お
持
ち
の
方
は
、
検
察
審
査
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
や
申
し
立
て
の
費
用
は
い
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。検

察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を
有
す

る
一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選

ば
れ
た
十
一
人
の
審
査
員
が
、
検
察
官

が
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
の
よ

し
あ
し
を
審
査
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
地
方
裁
判
所
内
　
岐
阜
検
察
審

査
会
事
務
局

0
5
8
―

2
6
2
―

5
1
2
1

山火事は、例年春先を中心に多く発生していま
す。これは春先の降雨量が少なく、空気が乾燥して
強風が吹く中での、不用意な火の取り扱いや不十分
な後始末が原因と考えられます。
貴重な森林資源や自然を後世に残すためにも、こ
の時期、山菜採りや森林リクレエーション等を楽し
む入山者はもちろん、農作業される皆さんも、今一
度、火の取り扱いには十分注意して、貴重な森林資
源、さらには人命や財産を火災から守りましょう。

山火事予防運動（統一標語）

「小さな火、山に捨てると、大きな火」

●林野火災の特徴

林野火災は、市街地での火災とは異なり、いっ
たん発生すると道路状況や地理的・地形的条件か
ら、水利の確保、消防活動が困難となり、焼損面
積が広範囲におよぶ火災を引き起こします。

●出火の原因
出火の原因は「たき火」「たばこ」「火入れ」な

どの火の取り扱いの不注意や不始末によるものが
大半を占めています。
●林野火災を防止するには？
林野火災を防ぐには、第一に山では火を使わな

いことです。やむを得ず火を使う場合は次の点に
注意してください。
①強風時や乾燥時には、たき火・火入れをしない。
②たき火・火入れ場所を離れるときは、完全に消
火する。

③火入れをする場合は、必ず最寄りの消防署に届
け出る。

④たばこの吸殻は必ず消し、投げ捨ては絶対にし
ない。

⑤枯草等のある場所では、たき火をしない。
火事・救急・救助は　119番

山県市消防本部　　22－0119

検
察
審
査
会
へ
の審

査
申
し
立
て
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高　富

高　木

梅　原

伊佐美

柿　野

青　波

中　洞

高　富

西深瀬

高　木

梅　原

伊佐美

大　桑

小　倉

神　崎

日　永

富　永

岩　佐

高　富

佐　賀

西深瀬
高　木

伊佐美

大　桑

平　井
洞　田

小　倉
神　崎
原

柿　野
岩　佐

中　洞
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4月の�
～5月5日�

この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届出を
された、本市に住民登録がある方を掲載しています。
※本市に住民登録があり他の市区町村で届出をされ、掲
載をご希望の方は市民課（ 22―6827）までご連絡く
ださい。

山県市届出分のみ掲載
（敬称略）

応援します�

31,327人（－ 14 ）

男 15,352人（－ 2 ）

女 15,975人（－ 12 ）

世帯数 9，826戸（＋ 1 ）

前月比

2月届出分
人口の動き（平成17年3月1日現在）

カン・白
色トレイ

8日

11日

18日

20日

13日

15日

20日

25日

1日

7日
（5月5日）

6日
（5月4日）

5日
（5月3日）

28日

23日

22日

27日

22日

びん・ペッ
トボトル

21日

26日

16日

9日

16日

19日

2日

12日

14日

12日

不燃ごみ
粗大ごみ

21日

25日

19日

20日

12日
13日

14日
18日

26日

7日

11日

27日
28日

4日

1日

（5月2日）

4日

5日

6日

4月から下記日時の休日にも、クリ－ンセンタ－へ不燃ご
み、粗大ごみの直接搬入ができます（金曜日までに粗大ご
み受付センターへ申し込みされた方のみ）。
◆休日直接搬入日◆
毎月第4日曜日　午前8時30分～午後4時

問い合わせ先　粗大ごみ受付センタ－　　23―0108

不燃ごみ・粗大ごみの
休日直接搬入日を設けました！
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山県市
〒501-2192
岐阜県山県市高木1000-1
企画部総合企画課

0581・22・6824
0581・22・6851

平成17年4月1日発行
http://www.city.yamagata.gifu.jp/
info@city.yamagata.gifu.jp
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E-mail

▼
最
近
二
度
ほ
ど
東
京
方
面
へ
出
張
す
る

機
会
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
あ
ま
り
予
備

知
識
を
持
た
ず
に
行
っ
て
も
何
と
か
な
る

ほ
ど
、
駅
や
街
の
案
内
看
板
が
詳
細
で
し

た
。
▼
そ
れ
を
考
え
な
が
ら
帰
路
で
J
R

岐
阜
駅
を
あ
ら
た
め
て
み
て
み
る
と
、
地

元
の
人
な
ら
大
丈
夫
な
部
分
が
か
な
り
あ

り
、
初
め
て
訪
れ
る
、
案
内
看
板
だ
け
が

頼
り
の
人
に
は
、
ち
ょ
っ
と
優
し
く
な
い

駅
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

（
O
N
）

▼
卒
業
式
の
取
材
で
伊
自
良
中
学
校
へ
行

き
ま
し
た
。
渡
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
十

年
後
の
自
分
「
志
」
と
書
い
て
あ
り
一
人

ひ
と
り
の
夢
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
▼
卒

業
式
は
別
れ
の
時
で
も
あ
り
、
旅
立
ち
の

時
。
伊
中
の
校
長
先
生
も
式
辞
で
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
「
志
」
を
持
っ
て
生

き
る
と
い
う
こ
と
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、

自
分
を
見
失
わ
ず
が
ん
ば
っ
て
「
志
」
を

達
成
し
て
く
だ
さ
い
。

（
T
）
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「
伊
自
良
特
産
」
と
い
う
団

体
で
伊
自
良
地
域
の
特
産
品
、

柿
酢
や
柿
酢
し
ょ
う
ゆ
、
野
菜

ス
ナ
ッ
ク
の
販
売
を
行
っ
て
い

る
東
深
瀬
の
中
村
洋
子
さ
ん
。

県
が
実
施
し
た
平
成
十
五
年

度
健
康
に
よ
い
食
品
コ
ン
ク
ー

ル
に
伊
自
良
地
域
の
特
産
品
干

し
柿
の
入
っ
た
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー

キ
「
ケ
ー
キ
に
な
っ
ち
ょ
る
」

で
優
秀
賞
で
あ
る
岐
阜
県
商
工

会
連
合
会
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
受
賞
作
品
で
あ
る
「
ケ

ー
キ
に
な
っ
ち
ょ
る
」
は
伊
自

良
地
域
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ナ

ッ
チ
ョ
ル
く
ん
」
に
ち
な
ん
だ

も
の
で
、
試
行
錯
誤
の
末
、
昨

年
十
二
月
に
伊
自
良
地
域
の
観

光
施
設
な
ど
で
販
売
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

「
今
ま
で
は
、
お
菓
子
作
り

に
つ
い
て
の
興
味
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
平
成
十
五
年
当

時
、
私
は
伊
自
良
商
工
会
に
お

世
話
に
な
っ
て
い
て
、
県
の
農

業
改
良
普
及
員
の
方
か
ら
健
康

に
よ
い
食
品
づ
く
り
コ
ン
ク
ー

ル
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
地
域

の
特
産
物
を
使
っ
た
も
の
を
作

る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

「
伊
自
良
の
特
産
と
い
え
ば

干
し
柿
。
柿
は
ビ
タ
ミ
ン
C
な

ど
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
伊
自
良
地
域
に
は
新
鮮

で
豊
富
な
卵
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
使
っ
て

ケ
ー
キ
を
作
る
こ
と
に
決
ま
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
干
し
柿
は

時
間
が
経
つ
と
か
た
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
た
い
へ
ん
で
し

た
。」。

「
最
初
は
こ
こ
ま
で
や
る
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
語

る
中
村
さ
ん
。
本
格
的
に
ケ
ー

キ
作
り
を
行
う
た
め
に
自
宅
横

に
「
桔
梗
庵
」
と
い
う
作
業
場

を
作
ら
れ
ま
し
た
。

販
売
ま
で
こ
ぎ
着
け
た
「
ケ

ー
キ
に
な
っ
ち
ょ
る
」。

「
全
部
手
作
り
で
数
は
作
れ

ま
せ
ん
が
、
一
つ
ひ
と
つ
心
を

込
め
て
作
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」。

一
つ
ひ
と
つ
心
を
込
め
て
作
り
ま
す

中 村　村　洋 子 さん・伊自良特産伊自良特産�中 村　洋 子 さん・伊自良特産�
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